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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第12期
第２四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日

売上高 (千円) 46,655 87,806

経常損失(△) (千円) △243,723 △578,352

四半期(当期)純損失(△) (千円) △245,954 △571,338

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △252,578 △571,297

純資産額 (千円) 2,449,318 275,272

総資産額 (千円) 2,971,575 786,720

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △50.89 △196.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 82.4 35.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △266,766 △535,715

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △403,040 △302,083

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,421,626 389,004

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,927,989 165,379

　

回次
第12期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △19.68

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、第12期第１四半期から四半期報告書を作成しているため、第11期第２四半期連結累計期間に係る主要

な経営指標等の推移は記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半

期(当期)純損失であるため、記載しておりません。

５．当社は、平成24年12月28日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っておりますが、第11期の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純損失金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。　

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、当社は前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四

半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、欧州の財政不安の長期化や新興国の経済成長鈍化

等の景気下振れリスクが残る中、政府の経済対策や金融政策に対する期待感から個人消費が改善するな

ど景気回復の兆しが見られたものの、為替と株価の変動が大きく、先行き不透明感を拭いきれない状況で

推移しました。

このような状況の中、当社グループではイオン液体を利用した独自の経皮製剤技術ILTS®(Ionic

Liquid Transdermal System)を用いて、低分子から高分子に至る様々な有効成分の経皮吸収性を飛躍的

に向上させることにより、新しい付加価値を持った医薬品を開発することを事業の中核に据え、当社グ

ループの最重要パイプラインである消炎鎮痛貼付剤 ETOREAT（エトドラクテープ剤）の製品化に向けた

開発を推し進めるとともに、後続パイプラインの研究開発及び提携候補先との契約交渉を行うなど、事業

の拡大を図ってきました。また、当社の上市製品である褥瘡・皮膚潰瘍治療剤「ヨードコート軟膏」等の

製品を提携先の製薬会社を通じて販売してきました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の製品売上高と研究開発等収入を合わせた売上高は46百万

円、研究開発費用とその他経費を合わせた販売費及び一般管理費は282百万円を計上しました。営業損失

は239百万円、経常損失は243百万円、四半期純損失は245百万円となりました。

なお、当社は単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度に比べて2,184百万円増加し、2,971百万円と

なりました。有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株発行、有償第三者割当

(オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）による新株発行等により、現金及び

預金が1,762百万円、投資有価証券が393百万円増加しております。

流動資産は2,306百万円となりました。主な内容は、現金及び預金2,227百万円等であります。固定資産

は665百万円で、主な内容は投資有価証券393百万円、建物及び構築物183百万円であります。
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(負債)

負債は、前連結会計年度末に比べて10百万円増加し、522百万円となりました。これは持分法適用による

負債が16百万円増加したこと等によるものであります。

流動負債は445百万円となりました。主な内容は一年内返済予定の借入金399百万円等であります。固定

負債は77百万円となりました。主な内容は持分法適用に伴う負債67百万円等であります。　

　

(純資産)

純資産は、前連結会計年度末に比べて2,174百万円増加し、2,449百万円となりました。有償一般募集

（ブックビルディング方式による募集）による新株発行、有償第三者割当（オーバーアロットメントに

よる売出しに関連した第三者割当増資）による新株発行により、資本金と資本剰余金がそれぞれ1,173百

万円増加したこと等によるものであります。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の35.0％から82.4％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,762百万円増加し、

1,927百万円となりました。これは、営業活動により使用したキャッシュ・フローが266百万円、投資活動

により使用したキャッシュ・フローが403百万円となりましたが、有償一般募集（ブックビルディング方

式による募集）による新株発行、有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第

三者割当増資）による新株発行等により、財務活動により得られたキャッシュ・フローが2,421百万円と

なったこと等によるものであります。  

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は153百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,645,200

計 11,645,200

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,516,700 5,516,700
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,516,700 5,516,700― ―

(注)  提出日現在発行数には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され
た株式は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 平成25年４月１日～
 平成25年６月30日

53,7005,516,70039,5303,347,86739,5302,917,067

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

  平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 427,800 7.75

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 391,800 7.10

松村眞良 香川県東かがわ市 333,300 6.04

松村米浩 東京都文京区 233,100 4.23

カブドットコム証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目３番２号 148,500 2.69

松村まほ 香川県東かがわ市 135,000 2.45

興和株式会社 名古屋市中区錦３丁目６番29号 125,000 2.27

野村信託銀行株式会社（投信
口）

東京都千代田区大手町２丁目２番２号 105,100 1.91

有限会社松村薬局 香川県東かがわ市湊616番地８ 97,000 1.76

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番 73,700 1.34

計 ― 2,070,300 37.53

（注）JPモルガン・アセット・マネジメント株式会社から平成25年５月21日付で関東財務局長に提出された大量保有

報告書（変更報告書）により平成25年５月15日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、

当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含

めておりません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

　

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

JPモルガン・アセット・
マネジメント株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目７番３号 405,500 7.41
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,514,700
55,147 ―

単元未満株式 普通株式    2,000― ―

発行済株式総数 5,516,700― ―

総株主の議決権 ― 55,147 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

なお、当社は前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四

半期連結累計期間との比較情報は記載しておりません。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社メドレックス(E27208)

四半期報告書

 9/20



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 465,379 2,227,989

売掛金 6,033 26,711

原材料及び貯蔵品 15,225 23,828

未収入金 42,949 40,939

その他 5,141 14,120

貸倒引当金 △27,569 △27,569

流動資産合計 507,160 2,306,019

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 187,964 183,699

機械装置及び運搬具（純額） 22,074 17,556

工具、器具及び備品（純額） 4,801 5,092

有形固定資産合計 214,841 206,348

無形固定資産

ソフトウエア － 1,380

無形固定資産合計 － 1,380

投資その他の資産

投資有価証券 － 393,732

長期前払費用 21,043 20,867

差入保証金 38,426 38,426

その他 5,249 4,801

投資その他の資産合計 64,719 457,827

固定資産合計 279,560 665,556

資産合計 786,720 2,971,575

負債の部

流動負債

買掛金 4,869 －

1年内返済予定の長期借入金 404,843 399,845

未払金 27,379 27,174

未払法人税等 7,351 8,834

その他 5,951 9,193

流動負債合計 450,395 445,047

固定負債

繰延税金負債 1,801 1,776

資産除去債務 7,834 7,915

持分法適用に伴う負債 51,416 67,517

固定負債合計 61,052 77,210

負債合計 511,447 522,257
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,134,555 3,347,867

資本剰余金 1,703,755 2,917,067

利益剰余金 △3,560,719 △3,806,674

株主資本合計 277,590 2,458,259

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － △6,029

為替換算調整勘定 △2,317 △2,911

その他の包括利益累計額合計 △2,317 △8,941

純資産合計 275,272 2,449,318

負債純資産合計 786,720 2,971,575
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高

製品売上高 12,463

研究開発等収入 34,192

売上高合計 46,655

売上原価

製品売上原価 3,431

売上原価合計 3,431

売上総利益 43,224

販売費及び一般管理費 ※１
 282,708

営業損失（△） △239,483

営業外収益

受取利息 181

受取賃貸料 1,142

為替差益 13,573

受取研究開発負担金 15,898

その他 3,453

営業外収益合計 34,249

営業外費用

支払利息 3,880

持分法による投資損失 16,101

株式交付費 11,942

株式公開費用 6,278

その他 286

営業外費用合計 38,488

経常損失（△） △243,723

税金等調整前四半期純損失（△） △243,723

法人税、住民税及び事業税 2,256

法人税等調整額 △25

法人税等合計 2,231

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △245,954

四半期純損失（△） △245,954
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △245,954

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,029

為替換算調整勘定 △593

その他の包括利益合計 △6,623

四半期包括利益 △252,578

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △252,578
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △243,723

減価償却費 10,260

受取利息及び受取配当金 △181

支払利息 3,880

為替差損益（△は益） △11,493

持分法による投資損益（△は益） 16,101

売上債権の増減額（△は増加） △20,678

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,602

未収入金の増減額（△は増加） 2,010

長期前払費用の増減額（△は増加） 176

仕入債務の増減額（△は減少） △4,869

未払金の増減額（△は減少） △204

その他 △2,271

小計 △259,596

利息及び配当金の受取額 181

利息の支払額 △3,880

法人税等の支払額 △3,472

営業活動によるキャッシュ・フロー △266,766

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,636

無形固定資産の取得による支出 △1,404

投資有価証券の取得による支出 △400,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △403,040

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △4,998

株式の発行による収入 2,347,564

新株予約権の行使による株式の発行による収入 79,060

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,421,626

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,791

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,762,610

現金及び現金同等物の期首残高 165,379

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,927,989
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

（会計上の見積の変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産に

ついては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
　　至　平成25年６月30日）

研究開発費 153,940千円

給料及び手当 17,677 〃

減価償却費 1,990 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。
　

　
当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

現金及び預金 2,227,989千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 300,000 〃

現金及び現金同等物 1,927,989千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

平成25年2月12日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株

式発行2,202,200株（発行価格1,000円、引受価額920円、資本組入額460円）により、資本金及び資本準備

金がそれぞれ1,013,012千円増加しております。

平成25年３月12日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連し

た第三者割当増資）による新株式発行349,500株（割当先 野村證券株式会社、発行価格920円、資本組入

額460円）により、資本金及び資本準備金がそれぞれ160,770千円増加しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは医薬品製剤開発及びこれらの付帯業務の単一事業であるため、記載を省略しておりま

す。

　

(金融商品関係)

前連結会計年度末（平成24年12月31日）

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結会計期間末（平成25年６月30日）

投資有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度末に

比べて著しい変動が認められます。
　 　 　 　 （単位：千円）

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

投資有価証券 393,732 393,732 ― （注）

（注）投資有価証券の時価の算定方法

株式は取引所の価格によっており、債券等は取引所の価格及び取引金融機関から提示された価格によっておりま

す。

　

　

(有価証券関係)

　その他有価証券

　前連結会計年度末（平成24年12月31日）

　該当事項はありません。

　

　当第２四半期連結会計期間末（平成25年６月30日）

その他有価証券が、当社グループの事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計

年度末に比べて著しい変動が認められます。
　

区分 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

　株式 ― ― ―

　債券 ― ― ―

　その他 399,762 393,732 6,029

計 399,762 393,732 6,029
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △50円89銭

  (算定上の基礎) 　

四半期純損失金額(△)(千円) △245,954

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △245,954

普通株式の期中平均株式数(株) 4,833,454

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

―

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しておりますが、１株当たり四半期純
損失であるため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月５日

株式会社メドレックス

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    田          明    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    越    智    慶    太    ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社メドレックスの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メドレックス及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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